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(57)【要約】
【課題】本発明は、被験者の顔表面のうち通常時と比べ
て色彩が予め定められた変化閾値以上変化した色彩変化
肌部の温度の測定結果に基づいて被験者の酒気帯び状態
を推定することで、酒気帯び状態の推定に関する信頼性
の向上を図ることができる酒気帯び推定装置を提供する
。
【解決手段】本発明は、被験者の酒気帯び状態を推定す
る酒気帯び推定装置１であって、被験者の顔表面のうち
通常時と比べて色彩が予め定められた変化閾値以上変化
した色彩変化肌部を検出し、この色彩変化肌部の温度を
測定すると共に、温度測定手段の測定結果に基づいて、
被験者の酒気帯び状態を推定するＥＣＵ２を備える。こ
の酒気帯び推定装置１によれば、被験者の顔表面のうち
色彩が大きく変化した色彩変化肌部の温度を測定し、そ
の測定結果に基づいて被験者の酒気帯び状態を推定する
ことで、酒気帯び状態の推定に関する信頼性の向上を図
ることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の酒気帯び状態を推定する酒気帯び推定装置であって、
　前記被験者の顔表面のうち通常時と比べて色彩が予め定められた変化閾値以上変化した
色彩変化肌部を検出する色彩変化肌部検出手段と、
　前記色彩変化肌部の温度を測定する温度測定手段と、
　前記温度測定手段の測定結果に基づいて、前記被験者の酒気帯び状態を推定する酒気帯
び推定手段と、
を備えることを特徴とする酒気帯び推定装置。
【請求項２】
　前記温度測定手段は、前記色彩変化肌部が検出されない場合に、前記被験者の眼の周辺
の温度を測定することを特徴とする請求項１に記載の酒気帯び推定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、酒気帯び推定装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、このような分野の技術として、例えば特開２００６－１５７８２７号公報に記載
された撮像装置が知られている。この撮像装置では、飲酒時に顔色が赤くなることに着目
し、被写体のアルコール検査の結果に応じて被写体の肌部分の赤みを強調することで、飲
酒時に撮像した画像であることを分かりやすくしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１５７８２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、飲酒時に顔色が赤くなる場合があることは従来から知られているが、このよ
うな顔表面の色彩の変化のみから被写体が酒気帯び状態であるか否かを推定することは容
易ではなかった。
【０００５】
　本発明は、被験者の顔表面のうち通常時と比べて色彩が予め定められた変化閾値以上変
化した色彩変化肌部の温度の測定結果に基づいて被験者の酒気帯び状態を推定することで
、酒気帯び状態の推定に関する信頼性の向上を図ることができる酒気帯び推定装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、被験者の酒気帯び状態を推定する酒気帯び推定装置であって、被験者の顔表
面のうち通常時と比べて色彩が予め定められた変化閾値以上変化した色彩変化肌部を検出
する色彩変化肌部検出手段と、色彩変化肌部の温度を測定する温度測定手段と、温度測定
手段の測定結果に基づいて、被験者の酒気帯び状態を推定する酒気帯び推定手段と、を備
えることを特徴とする。
【０００７】
　本発明に係る酒気帯び推定装置によれば、飲酒によって被験者の顔表面の温度が高まり
肌の一部が赤らむことに着目して、被験者の顔表面のうち色彩が大きく変化した色彩変化
肌部の温度を測定する。そして、その測定結果に基づいて被験者の酒気帯び状態を推定す
ることで、酒気帯び状態の推定に関する信頼性の向上を図ることができる。
【０００８】
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　また、温度測定手段は、色彩変化肌部が検出されない場合に、被験者の眼の周辺の温度
を測定することが好ましい。飲酒による肌の色彩変化は個人差が比較的大きいが、色彩変
化と比べて飲酒による眼の周辺の温度上昇は個人差が少ない。そこで、色彩変化肌部が検
出されない場合には、被験者の眼の周辺の温度を測定することにより、眼の周辺の温度の
測定結果に基づいて酒気帯び状態の推定を実現することができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、酒気帯び状態の推定に関する信頼性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る酒気帯び推定装置の一実施形態の構成を示すブロック図である。
【図２】酒気帯び推定装置を示す正面図である。
【図３】酒気帯び推定装置の使用例を示す図である。
【図４】（ａ）図１の可視カメラによる被験者の撮像画像を示す概略図である。（ｂ）図
１の遠赤カメラによる被験者の撮像画像を示す概略図である。
【図５】酒気帯び推定装置の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る酒気帯び推定装置の好適な実施形態について図面を参照しながら詳
細に説明する。
【００１２】
　図１～図３に示すように、本実施形態に係る酒気帯び推定装置１は、車両の運転席付近
に備えられた箱状の装置であり、配線を通じて車両と電気的に接続されている。酒気帯び
推定装置１の正面には、被験者Ｓが呼気を吹き込むための吹込口Ｔが設けられており、こ
の吹込口Ｔに吹き込まれた呼気のアルコール濃度が検出される。酒気帯び推定装置１は、
装置を統括的に制御するＥＣＵ［Electric　Control　Unit］（色彩変化肌部検出手段、
温度測定手段、酒気帯び推定手段）２を有している。
【００１３】
　ＥＣＵ２は、演算処理を行うＣＰＵ［Central　Processing　Unit］、記憶部となるＲ
ＯＭ［Read　Only　Memory］及びＲＡＭ［Random　Access　Memory］、入力信号回路、出
力信号回路、電源回路等により構成されている。ＥＣＵ２は、スイッチ３、可視カメラ４
、及び遠赤カメラ５と電気的に接続されている。更に、ＥＣＵ２は、アルコールセンサ６
、エンジン制御部７、及び通知部８と電気的に接続されている。スイッチ３は、アルコー
ル検出装置１を起動するための起動スイッチである。スイッチ３をＯＮ状態に切り換える
ことにより、酒気帯び推定装置１が起動する。また、スイッチ３をＯＦＦ状態に切り換え
ることにより、酒気帯び推定装置１が停止する。
【００１４】
　可視カメラ４は、酒気帯び推定装置１の正面に設けられ、吹込口Ｔに呼気を吹き込む被
験者Ｓの顔を可視光によって撮像するものである。可視カメラ４は、撮像した被験者Ｓの
顔画像を可視光顔画像情報としてＥＣＵ２に出力する。
【００１５】
　遠赤カメラ５は、酒気帯び推定装置１の正面に設けられ、吹込口Ｔに呼気を吹き込む被
験者Ｓの顔を遠赤外線によって撮像するものである。遠赤カメラ５は、撮像した被験者Ｓ
の顔画像を遠赤外線顔画像情報としてＥＣＵ２に出力する。
【００１６】
　アルコールセンサ６は、酒気帯び推定装置１内に設けられ、酒気帯び推定装置１内に吹
き込まれた呼気のアルコール濃度を検出する。アルコールセンサ６は、検出したアルコー
ル濃度に関するアルコール濃度情報をＥＣＵ２に出力する。
【００１７】
　エンジン制御部７は、車両のエンジンを制御する。エンジン制御部７は、ＥＣＵ２から
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の指令に応じて、エンジンを停止状態に固定するロック状態にする。通知部８は、車両側
に設けられ、通信インフラを通じて管理者（例えば、運送事業会社の管理システムや責任
者等）に各種情報を送信するものである。通信部８は、ＥＣＵ２の指令に応じて、被験者
Ｓが酒気帯び状態と推定されたことやそのときの判定内容（被験者Ｓの顔の色彩変化の度
合いや肌の温度の値等）を管理者に通知する。
【００１８】
　ＥＣＵ２は、可視カメラ４からの出力により可視光顔画像情報を取得すると共に、遠赤
カメラ５からの出力により遠赤外線顔画像情報を取得する。また、ＥＣＵ２は、アルコー
ルセンサ６からの出力により吹き込まれた呼気のアルコール濃度情報を取得する。ＥＣＵ
２は、取得した可視光顔画像情報に基づいて、被験者の個人認証を行う。
【００１９】
　ＥＣＵ２は、取得したアルコール濃度情報に基づいて、被験者Ｓの呼気のアルコール濃
度が予め定められた飲酒閾値以上であるか否かを判定する。ＥＣＵ２は、呼気のアルコー
ル濃度が飲酒閾値以上であると判定した場合、被験者Ｓは飲酒状態であると判定する。Ｅ
ＣＵ２は、被験者Ｓは飲酒状態であると判定した場合、エンジンをロック状態にするため
のエンジンロック指令をエンジン制御部７に出力する。また、ＥＣＵ２は、飲酒状態であ
ると判定したことを管理者に通知するための飲酒状態通知指令を通知部８に出力する。
【００２０】
　ＥＣＵ２は、呼気のアルコール濃度が飲酒閾値以上ではないと判定した場合、可視光顔
画像情報に基づき、予め記憶されている被験者Ｓの通常時の顔表面と比べて、顔表面のう
ち予め定められた変化閾値以上に色彩が赤く変化している色彩変化肌部Ｈを検出する（図
４（ａ）参照）。ＥＣＵ２は、色彩変化肌部Ｈを検出した場合、遠赤外線顔画像情報に基
づいて、色彩変化肌部Ｈの温度を測定する。
【００２１】
　ＥＣＵ２は、色彩変化肌部Ｈの温度測定結果に基づいて、色彩変化肌部Ｈの温度が予め
定められた肌部温度閾値以上であるか否かを判定する。ＥＣＵ２は、色彩変化肌部Ｈの温
度が肌部温度閾値以上であると判定した場合、被験者Ｓは酒気帯び状態であると推定する
。ＥＣＵ２は、被験者Ｓが酒気帯び状態であると推定した場合、酒気帯び状態であると推
定したこと、すなわち呼気のアルコール濃度は高くないが顔色と温度とから飲酒の疑いが
あることを管理者に通知するための酒気帯び通知指令を通知部８に出力する。
【００２２】
　一方、ＥＣＵ２は、色彩変化肌部Ｈが検出されなかった場合、可視光顔画像情報に基づ
いて、被験者Ｓの眼の位置を認識する。ＥＣＵ２は、遠赤外線顔画像情報に基づいて、認
識した眼の周辺の温度を測定する（図４（ｂ）参照）。ＥＣＵ２は、眼の周辺の温度測定
結果に基づいて、眼の周辺の温度が予め定められた眼周辺温度閾値以上であるか否かを判
定する。ＥＣＵ２は、眼の周辺の温度が眼周辺温度閾値以上であると判定した場合、酒気
帯び通知指令を通知部８に出力する。
【００２３】
　次に、以上のように構成された酒気帯び推定装置１の動作について図面を参照して説明
する。先ずスイッチ３のＯＮ状態への切り替えによりアルコール検出装置１が起動される
。
【００２４】
　図５に示すように、ステップＳ１において、可視カメラ４からの出力により可視光顔画
像情報が取得されると共に、遠赤カメラ５からの出力により遠赤外線顔画像情報が取得さ
れる。また、アルコールセンサ６からの出力により吹き込まれた呼気のアルコール濃度情
報が取得される。その後、取得された可視光顔画像情報に基づいて、被験者の個人認証が
行われる（Ｓ２）。
【００２５】
　次に、取得されたアルコール濃度情報に基づいて、被験者の呼気のアルコール濃度が予
め定められた飲酒閾値以上であるか否かが判定される（Ｓ３）。呼気のアルコール濃度が
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飲酒閾値以上であると判定された場合、被験者Ｓは飲酒状態であると判定して、エンジン
をロック状態にするためのエンジンロック指令がエンジン制御部７に出力される（Ｓ４）
。その後、飲酒状態であると判定したことを管理者に通知するための飲酒状態通知指令を
通知部８が出力される（Ｓ５）。その後、ステップＳ１に戻って処理を繰り返す。
【００２６】
　一方、ステップＳ３において、呼気のアルコール濃度が飲酒閾値以上ではないと判定さ
れた場合、可視光顔画像情報に基づき、予め記憶されている被験者の通常時の顔表面と比
べて、顔表面のうち予め定められた変化閾値以上に色彩が赤く変化している色彩変化肌部
が検出される（Ｓ６）。色彩変化肌部が検出された場合、遠赤外線顔画像情報に基づいて
、色彩変化肌部の温度が測定される（Ｓ７）。
【００２７】
　その後、色彩変化肌部の温度測定結果に基づいて、色彩変化肌部の温度が予め定められ
た肌部温度閾値以上であるか否かが判定される（Ｓ８）。色彩変化肌部の温度は肌部温度
閾値以上ではないと判定された場合、被験者は酒気帯び状態ではないと判定される。その
後、ステップＳ１に戻って処理を繰り返す。一方、ステップＳ８において、色彩変化肌部
の温度が肌部温度閾値以上であると判定された場合、被験者は酒気帯び状態であると推定
されて、ステップＳ１１に移行する。
【００２８】
　ステップＳ６において、色彩変化肌部が検出されなかった場合、可視光顔画像情報に基
づいて、被験者Ｓの眼の位置が認識される。続いて、遠赤外線顔画像情報に基づいて、認
識した眼の周辺の温度が測定される（Ｓ９）。
【００２９】
　その後、眼の周辺の温度測定結果に基づいて、眼の周辺の温度が予め定められた眼周辺
温度閾値以上であるか否かが判定される（Ｓ１０）。眼の周辺の温度が眼周辺温度閾値以
上ではないと判定された場合、被験者は酒気帯び状態ではないと判定される。その後、ス
テップＳ１に戻って処理を繰り返す。
【００３０】
　一方、眼の周辺の温度が眼周辺温度閾値以上であると判定された場合、被験者は酒気帯
び状態であると推定されて、ステップＳ１１に移行する。ステップＳ１１において、酒気
帯び状態であると推定したことを管理者に通知するための酒気帯び通知指令が通知部８に
出力される。その後、ステップＳ１に戻って処理を繰り返す。
【００３１】
　以上説明した酒気帯び推定装置１によれば、飲酒によって被験者の顔表面の温度が高ま
り肌の一部が赤らむことに着目して、被験者の顔表面のうち色彩が大きく変化した色彩変
化肌部の温度を測定する。そして、その測定結果に基づいて被験者の酒気帯び状態を推定
することで、酒気帯び状態の推定に関する信頼性の向上を図ることができる。
【００３２】
　また、飲酒により顔表面の温度が高くなっても肌の色彩変化には個人差が、一般的に眼
の周辺の温度が高くなることが知られている。そこで、この酒気帯び推定装置１では、色
彩変化肌部が検出されない場合には、被験者の眼の周辺の温度を測定することにより、そ
の測定結果に基づいた酒気帯び状態の推定を実現することができる。
【００３３】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではない。例えば、アルコール検査によ
り被験者が飲酒状態であると判定される度に顔表面の色彩や温度を記録しておき、酒気帯
び状態推定時に参照して学習することで、酒気帯び状態の推定に関する信頼性の向上を図
る態様であってもよい。
【符号の説明】
【００３４】
　１…酒気帯び推定装置、２…ＥＣＵ（色彩変化肌部検出手段、温度測定手段、酒気帯び
推定手段）、４…可視カメラ、５…遠赤カメラ、６…アルコールセンサ。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种用于估计酒精影响状态的装置，通过估计受试
者是否处于受酒精影响的状态，从而提高了在酒精影响下估计状态的可
靠性。在对象的面部表面中，颜色变化的皮肤部分的温度的测量结果，
其颜色变化与正常时间相比不小于预定的颜色变化阈值。 
ŽSOLUTION：用于估计受酒精影响的状态的装置1估计受试者是否处于
受酒精影响的状态。该装置的ECU（电子控制单元）2在对象的面部表面
中检测颜色变化的皮肤部分，其颜色变化与正常时间相比不小于预定的
变化阈值，并估计对象是否在通过测量变色皮肤部分的温度，在酒精影
响下的状态。因为用于估计在酒精1的影响下的状态的装置测量颜色变化
的皮肤部分的温度，在受试者的面部表面中，其颜色变化与正常时间相
比较大并且估计受试者是否处于状态在测量结果的基础上，在酒精的影
响下，改善了在酒精影响下估计状态的可靠性。 Ž
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